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ヒューマンヴィラ伊豆

特養3階 菅村悠

山本美智子

写真掲載にあたっては、許可を頂いています

•従来型の特養で、入居者33名
•平均要介護度は3.90 33名中30名が車いす使用
•夜間職員1名で担当
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事故報告書の種別グラフ

特養2階 特養3階
平成２６年度 １台 １台

平成２７年度 １台 ０台

平成２８年度 ２台 １台

平成２９年度 １台 ２台 診療情報
提供書

カンファレンス

拘束になる？

夜勤
1人の現状
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センサーマット使用者

介護度4 認知症高齢者日常生活自立度Ⅳ
平成26年3月に転倒し左大腿部骨折、転倒リスクが高いためご家族と相談し、センサーマットを
使用している。

・B様
介護度4 認知症高齢者日常生活自立度Ⅱ 夜間ポータブルトイレ使用

脳梗塞後遺症の為、左上下肢に軽度麻痺あり、平成２９年7月入所時よりセンサーマット使用
・C様
介護度3 認知症高齢者日常生活自立度Ⅲa 夜間ポータブルトイレ使用

平成２９年6月左大腿骨骨折、転倒リスクが高いため、ご家族に相談し、センサーマット使用。
・d様
介護度3 認知症高齢者日常生活自立度Ⅲb 切迫性失禁の為、夜間ポータブルトイレ使用

主治医意見書より、歩行不安定の為入居時よりセンサーマット使用

平成29年3月右大腿骨頭部骨折

介護度
認知症高齢者
日常生活自立度 使用状況

Ａ様 介護度４ Ⅳ
平成２６年３月に転倒 左大腿部骨折
転倒リスクが高い為、臥床時のみ

Ｂ様 介護度４ Ⅱ
平成２９年７月入居時より、左上下肢に軽
度麻痺があるため、夜間のみ

Ｃ様 介護度３ Ⅲa
平成２９年６月左大腿骨骨折、退院後より
夜間のみ

Ｄ様 介護度３ Ⅲb
平成２８年３月入居時より使用
平成２９年３月右大腿骨頚部骨折
夜間のみ

・ＡＤＬの低下のためオムツ対応



3

実施 評価

Ｂ様
理解されるが、忘れる
押さない時がある。

ほぼ成功

Ｃ様
理解が難しい。
朝だと勘違いする。

難しい

Ｄ様 理解が難しい。 難しい 0
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パターンが
見えない

Ｄ様

センサーコールの使用 評価

Ｂ様 回数が変わりなし 難しい

Ｃ様 回数が減った ほぼ成功

Ｄ様 回数が増えた 難しい

内容 評価

Ｂ様 ナースコールで呼んでくれる ほぼ成功

Ｃ様
ナースコールの認識が出来
ず、呼ばない

難しい

Ｄ様
ナースコールの認識は
出来ているが、呼ばない

難しい
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内容 評価

Ｂ様 21：00～3：00 スイッチＯＦＦ 成功

Ｃ様 21：00～3：00 スイッチＯＦＦ 成功

Ｄ様 スイッチＯＦＦ出来ない 難しい

取組み前 取組み後

Ａ様 臥床時使用 外せた。

Ｂ様 ２１：００～７：００で使用
３：００～７：００使用
（６時間使用短縮）

Ｃ様 ２１：００～７：００で使用
３：００～７：００使用
（６時間使用短縮）

Ｄ様 夜間のみ使用 外せない。

まとめ
「その人にあったセンサーマットの使い方」

「その人らしいその日の生活」

「自立支援の視点をもって」


